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i 同上 p.1 図1を修正して転載




之島方言では､本土方言の O が u に､eが 'iとなる(｢外｣sjutu:､｢目｣m王:)Oまた､




























ぶ りの再調査を実施することになった｡木部暢子 (鹿児島大学)と福嶋秩子 (新潟県立大
学)が中心となって準備を行い､木部は現地教育委員会との調整､福嶋は調査表と調査マ
ニ ュアルの作成を担当した｡2008年夏に行われた本調査の参加者は､木部暢子 ･遠藤光暁
iv東京大学言語学研究室柴田武 ･学生有志編 『奄美徳之島のことば』(1977) p.20の図
212を転載し､開拓による移動についての情報を加えた｡
(37)








調査年月 本調査 1976年7月20-23日 予備調査 2008年5月20日本調査 2008年8月 19-22日追 12月27′日
調査者 柴田武､上野善道､浮木幹栄､東 木部暢子､遠藤光暁､山本友美､安
-京大学院生 .学生21名 計24名 部清哉､竹越美奈子､福嶋秩子以上6名
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